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Actual Condition of Insulin Resistance
Yayoi Kitamura and Yumiko Nakanishi
　The purpose of this study was to explore the lifestyle-related disease prevention 
measures of female college students by investigating the actual condition of insulin 
resistance. The insulin resistance indexes were blood insulin, HOMA-R, and blood leptin. 
11（32.4%） of the students were over HOMA-R value than the reference value. One 
student （2.9%） is suspected of insulin resistance. Body fat percentage showed a high 
positive correlation with blood insulin （r=0.453, p<0.01）, HOMA-R （r=0.471, p<0.01）, 
and blood leptin （r=0.750, p<0.01）. There was no correlation between nutrient intake 
and blood insulin, HOMA-R, and leptin.
　This study indicated that sufficiently knowing one’s own current body situation 
and recognizing abnormalities such as insulin resistance would lead to the primary 
prevention of lifestyle-related diseases.


















































用いて 0.1 kg 単位、0.1％単位、1 kcal 単
位でそれぞれ測定した。その際、着衣分
























































































分類に基づく 29 の食品グループと 10 種類
の調理法から構成される調査票により、最













張期血圧 73±7 mmHg であり、これは国
民健康・栄養調査による 20−29 歳女性の
収縮期血圧 107.8±9.3 mmHg、拡張期血




130 〜 139 mmHg、または拡張期血圧 85







　 対 象 者 は 年 齢 20.6±0.5 歳（ 平 均 値±
SD）、 身 長・ 体 重 157.3±5.5 cm、49.6±
7.6 kg、BMI 20.0±2.6 kg/㎡であった。国
民健康・栄養調査における 20−29 歳女性
の平均 158.1±5.4 cm、51.0±9.0 kg、BMI 
20.4±3.2 kg/㎡に比較するといずれも若干
低い傾向ではあるがほぼ同程度であった。
BMI から、やせの者（＜ 18.5 kg/㎡）は 8
名（23.5%）、肥満者（≧ 25.0 kg/㎡）は 3
名（8.8%）であり、国民健康・栄養調査に




者（＜ 20％）は 2 名（5.9％）、軽度肥満者
（≧ 30, ＜ 35％）は 8 名（23.5％）、肥満者（≧




　腹囲は 69.0±6.8 cm であり、メタボリッ
クシンドロームの基準である 90 cm を超
表 3　対象者の血液検査結果
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　HOMA-R は 1.4±0.6 であり、基準値を超






















　対象者の赤血球数は 459±34 万 /µl であ
り、基準範囲以上は12名（35.3％）であった。
　ヘモグロビンは 13.5±1.0 g/dl であり、
基準範囲未満は 2 名（5.9%）、12.0 g/dl 未
満の貧血の者は 3 名（8.8％）であった。
　TG は 70±22 mg/dl であり、基準範囲
以上の者はいなかった。
　HDL-C は 73±14 mg/dl であり、基準値
未満の者はいなかった。
　LDL-C は 108±27 mg/dl であり、基準
範囲以上の脂質異常症に該当する者は 4 名
（11.8%）であった。
　HbA1c （NGSP 値）は 5.0±0.2％であり、
対象者全員基準範囲内であった。
　空腹時血糖値は 82±7 mg/dl であり、
正常高値の者は 1 名（2.9％）であった。





BMI （r=0.592, p<0.01）、体脂肪率（r=0.471, 
p<0.01）、腹囲身長比（r=0.456, p<0.01）、血













































































表 6   インスリン、HOMA-R、レプチンと栄養素等摂取量との相関
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者は 4 名であったが、いずれも高 LDL 血
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